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１．実施結果概要
活動実施に係る結果概要は次の通りです。

（１）実施スケジュールについて

本活動期間は平成２８年４月～平成２９年３月の計画であったが下表のスケジュール

通り活動を完了した。

項目 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
法人内検討会の実施
県機関等との会議等実施
地区漁協との会議実施
専門家を交えた会議実施
製品研究開発
周知物品等の検討制作
包装資材等の検討制作
周知宣伝イベントの開催
補助イベントの開催
海外向け商談会への参加
海外からの視察取材等受入
マスコミ等からの取材受入
実施活動取り纏め

活動実施時期
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（２）県機関との連携状況について

本活動は県各機関との連携を柱とするものであるがその実施状況は下表の通りである。

期日 県協力課等 場所 目的

2016/9/27 県関西本部 関西本部打合せ室 大阪地区イベント準備

2016/10/28 水産課、参画協働課 県庁会議室 事業進捗状況の共有

2016/11/21 県東京本部 アンテナショップ 東京地区イベント準備

2017/1/19 県東京本部 東京本部打合せ室 東京地区イベント準備

2017/1/27 水産課 大山町漁協事務所 H29年度原料仕入価格等の決定

期日 県協力課等 場所 目的等 本書内活動説明頁ＮＯ

2016/10/14～20 販路拡大・輸出促進課 フランス （パリ） 製品周知宣伝・販促 ４７～４９

2016/11/5 障がい福祉課 鳥取市内 製品周知宣伝 ２２～２５

2016/11/24 観光戦略課 御崎漁港内 製品周知宣伝 ４２～４４

2016/12/5 観光戦略課 御崎漁港内 製品周知宣伝 ３６～４１

2016/12/23 食のみやこ推進課 米子市内 製品周知宣伝 ３４～３５

2017/2/1～2 県東京本部 東京都内 製品周知宣伝・販促 １０～１３

2017/2/15 販路拡大・輸出促進課 八頭町・鳥取市内 製品周知宣伝・販促 ２９～３０

2017/2/21 県西部総合事務所 米子市内 製品周知宣伝・販促 ２６～２８

2017/2/24 県関西本部 大阪市内 製品周知宣伝・販促 １４～１８

2017/3/9 販路拡大・輸出促進課 鳥取市内 製品周知宣伝・販促 31

2017/3/11～12 水産課 御崎漁港内 製品周知宣伝 １９～２１

実施した県機関との会議打合せ会等

実施した県機関等に協力を得た活動



（３）実施活動について

本活動に於ける成果物である各製品を使用したサンプル配布、試食等に於ける周知宣伝状況は

下表の通りである。
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（４）本活動により期待される嫉視地域への効果（経済的なもの）

本活動によりもたらす御崎漁港地域の水産資源利用に係る経済的効果は下表の通りである。

サンプル配布数 3,491
試食者数 1,188
製品販売交渉企業（店舗数） 55
周知した国数 8

サンプル配布・試食・周知等について

品目 H29年度買取単価　（kg/円） 従前価格　（kg/円）
あかもく 250 200

あご 350～400 200～250
サメ 150 0

御崎漁港地域の水産資源買取価格

品目 単価　（kg/円） 本事業継続使用量　（kg） 増加収入　（円）

あかもく 250 2,000 500,000
あご 350 1,500 525,000
サメ 150 1,000 150,000

1,175,000増加収入計

H29年度御崎漁港地区増加収入

参加協力項目 参加延べ人員数 備考

製品製造 155 あかもく、あご、サメ製品製造
製品周知宣伝、拡販 18 東京イベント、御崎漁港地区イベント

本事業に参加協力頂いた障がいのある方の状況

※周知実施国 ( 地域）：スイス、フランス、オーストラリア、チリ、中国、香港、台湾、日本

※当初計画では増加収入は 118 万円を予定していた

※買取量（使用量）とその価格は県漁協との打ち合わせ会により平成 29 年 1月に決定

（５）本活動の目標のひとつである「障がいがある方も参加協力する地域活性化」に

係り地域の障がいがある方参加・協力状況は下表の通りである。

※参加頂いた障がいのある方は地域の障がい者就労支援事業所の利用者である

（６）本活動の費用総額と当初予算は下表の通りである。

項目 総費用額　（円） 県補助金額　（円） 自己資金額　(円）
本活動に係る費用総額 3,045,647 2,000,000 1,045,647
当初予算額 2,831,140 2,000,000 831,140

活動費用状況
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２．具体的な実施活動
本事業に係り実施した具体的な活動は次の通りです。

（１）本事業目的を達成するために県水産資源を原料とし①乾燥あかもく粉末、②乾燥あご粉末、③サメジャー
キー（犬用）の各製品を研究開発し製造した。( 開発製品の写真、規格、内容等：NO４)

（２）（１）の各製品の周知宣伝と実施各イベント時の案内説明等をするための①製品説明チラシ、②サンプル
配布周知看板、③製品周知用ポスター 2種、④御崎イベント開催周知新聞用等チラシ、⑤包装資材貼り付けシー
ル、⑥各製品の包装用袋等を作成した。（作成した各周知宣伝用物品等と各製品の包装資材の規格、内容等：
NO５～ＮＯ９）

（３）（１）の各製品を周知宣伝するために各製品のサンプル配布、及び試食会を東京地区、大阪地区、御崎
漁港地区の 3箇所で実施した。( 各地区の開催概要結果等 :①東京地区イベントＮＯ１０～ＮＯ１３、②大阪
地区イベントＮＯ１４～ＮＯ１７、③御崎漁港地区イベントＮＯ１８～ＮＯ２０）

（４）（１）の製品①、②を周知宣伝するために（３）の補助的イベントとして各製品のサンプル配布、商談、
及び試食会を鳥取市内と米子市内で実施した。（各地区の開催概要結果等：①鳥取市内イベントＮＯ２１～Ｎ
Ｏ２４、②米子市内イベントＮＯ２５～ＮＯ２７）

（５）（１）の製品①、②を周知宣伝するために八頭町内、鳥取市内、御崎漁港内で海外からのバイヤー、料理
関係記者等を招いた商談会、試食懇親会を実施（参加）した。（結果概要 :①対スイスバイヤー活動ＮＯ２８
～ＮＯ２９　②対タイバイヤー活動ＮＯ３０、③対中国バイヤー活動ＮＯ３１、①②③活動綜合総括ＮＯ３２）

（６）（１）の製品①、②と御崎漁港地区イベントを周知宣伝するために地元ラジオ局（2局）の生番組に出演
した。（概要 :ＮＯ３３～ＮＯ３４）

（７）（１）の製品①、②を周知宣伝するために台湾、香港より取材・視察団を御崎漁港へ招聘した。（概要：
①台湾団ＮＯ３５～ＮＯ４０、②香港団ＮＯ４１～ＮＯ４３)

（８）（１）の各製品に対しての調理専門家（元東京帝国ホテルグループ取締役総料理長）を招聘して製品に
対する意見交換と今後の製品販売に関する検討会議を実施した。（概要：ＮＯ４４～ＮＯ４５）

（９）（１）の製品①、②をフランス（パリ）で開催された国際食品見本市へ出品し、それらの製品に対する欧
州バイヤー、料理人からの反応、意見を得ると共に拡販を行なった。（他団体へ委託し実施したもの）（概要：
ＮＯ４６～ＮＯ４８）

（10）（１）、（３）、（４）の実施に際し、御崎漁港地域をはじめとする多くの障がいがある方の参加協力を得
た。（概要：ＮＯ４９～ＮＯ５０）

（11）本事業に係る活動、及び、本事業に係り研究開発、製造した製品に関して新聞社等からの取材を受け
記事掲載された。( 掲載記事内容：ＮＯ５１～ＮＯ５３)

(12)本事業で研究開発した各製品の成分分析を外部企業へ委託実施した。（各製品の成分分析結果：ＮＯ５４
～ＮＯ５６）
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２．具体的な実施活動（１）事業成果物である各製品

（１）本事業目的を達成するために県水産資源を原料とし①乾燥あかもく粉末、②乾燥あご粉末、③サメジャー

キー（犬用）の各製品を研究開発し製造した。その概要・規格等は次の通りである。

あかもくを下処理後温風乾燥して粉末化したもの

①乾燥あかもく粉末

②乾燥あご粉末

あごを下処理後湯通しして温風乾燥し粉末化したもの

③サメジャーキー

サメを下処理後温風乾燥させたもの

項目 内容等
原材料 あかもく
入り量 20g

賞味期間 180日
卸し価格 220円

希望小売価格 370円
包装袋規格 NO８参照

項目 内容等
原材料 あご
入り量 20g

賞味期間１ 90日
賞味期間２ 240日
卸し価格 220円

希望小売価格 370円
包装袋規格 NO９参照

※賞味期間１：酸化防止剤不添加
※賞味期間２：酸化防止剤添加

項目 内容等
原材料 さめ
入り量 ２～３本

賞味期間 180日
卸し価格 110円

希望小売価格 185円
包装袋規格 NO９参照
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①各製品周知宣伝用チラシ（各 A4 　コート 90kg　４/０）

平成２８年度鳥取県協働提案・連携推進事業報告書添付資料

別紙２：様式第４号５-（２）に係るもの

乾燥あご粉末用 乾燥あかもく粉末用

サメジャーキー用

NO1

製作した周知宣伝物及び包装資材

サメの肉は低カロリー・低脂質・高タンパク質な食材で、コンドロイチン・コラーゲン・グルコサミン・
カルシウム等、愛犬の健康をサポートしてくれる優れた栄養素を豊富に含んでいます。

ご注意

製品製造者：ＮＰＯ法人ライヴ
鳥取県米子市淀江町中間 692 番地　TEL/FAX：0859-56-5789　E-mail：info＠live-y.jp　

給与量は、ペットによって個体差があります。生後６ヶ月未満の幼犬には与えないでください。
本製品は、添加物を一切使用していません。その為、原料の漁獲時期や魚の大きさなどによって、
色合い・形状・硬さが変わる場合があります。
本製品に白いカビのようなものが表面に付着する場合があります。これは、旨味成分であるアミノ酸
です。
また、脂が浮き出る場合がありますが、これは、栄養成分であるＤＨＡやＥＰＡ、タウリンを含んだ
脂です。製品上の問題はありませんので、ご安心ください。

御崎沖風景 御崎漁港と水産加工所風景

鮫ジャーキーについて

御崎漁港水産加工所内

本製品は山陰沖で収獲されたサメを丁寧に下処理して乾燥させた
愛犬用の鮫ジャーキーです。その昔、地元漁師が収獲したサメの
乾燥肉を愛犬に与えたところ、とても喜んで食べたことから
「港のペットフード」として利用されてきました。
この度、地元漁師と提携してサメを収獲し、鳥取県西部の
御崎漁港水産加工所で愛犬用ペットフードとして加工
しました。合成保存料等の食品添加物を一切加えずに
昔ながらの製法に拘り作り上げた製品です。

サメの下処理原料の獲れたてサメ サメの温風乾燥 乾燥後のサメ

本製品は、鳥取県西部に位置する大山町（ダイセンチョウ）の御崎漁港水産加工所で製造しています。
この加工所は全国でも珍しい水産業と福祉が連携した「水福連携活動」を行なっているところです。
製造作業は地域周辺の障がいがある方々と地域の方々が協働して行なっています。
極め細やかな手作業と最新の設備により安心・安全そして高品質な製品をお届けしています。

作業風景

御 崎 乾 燥 あ ご 粉 末 に つ い て
みさき

お薦め調理例

本製品を適量取り出しそのまま味噌汁の出汁として、炊き込みご飯の出汁と
してお召し上がり頂く等色々なお楽しみ方法があります。各種調理法につき
ましては右ＱＲコードをご利用頂きご覧ください。

製品製造者：ＮＰＯ法人ライヴ
鳥取県米子市淀江町中間 692 番地　TEL/FAX：0859-56-5789　E-mail：info＠live-y.jp　

「あご」は「飛魚」の山陰地方での呼び名です。山陰地方ではその昔
からあごを干し、味噌汁などの出汁の原料として利用してきました。
「あご」の名前は「あごが落ちるほど美味しい」ということに由来し
ています。
その出汁味は上品且つ繊細な香りとこくが最大の魅力となり、全国の高級料亭で使用されています。

あご漁風景 獲れたてあご あごの湯通し 乾燥前のあご 乾燥後のあご 粉末化したあご

あご漁で収獲した獲れたてあごを下処理後湯通して不要な油を抜きます。湯通し後あごの背骨を取り
約48時間かけて温風乾燥します。乾燥後のあごを粉砕機で調理に使い易い粉末にして出来上がりです。
この製法は地元漁師に長年受け継がれてきたものです。そして、一切の食品添加物を加えずにつくり
あげるのはあご本来の風味をお客様へお届けするためのポリシーです。

製品が出来上がるまで

製品の製造者について

御崎漁港風景 御崎漁港水産加工所 作業風景１ 作業風景２ 作業風景３

本製品は鳥取県西部の大山町（ダイセンチョウ）にある御崎漁港水産加工所で製造しています。
この加工所は全国でも珍しい水産業と福祉が連携した「水福連携活動」を行なっているところです。
製造作業は地域周辺の障がいがある方々と地域の方々が協働して行なっています。
極め細やかな手作業と最新の設備により安心・安全そして高品質な製品をお届けしています。

御 崎 乾 燥 あ か も く に つ い て
みさき

「あかもく」はワカメ、コンブと同様にホンダワラ科に属する藻で昔から食用とされてきました。
鳥取県御崎海岸の収穫時期は生殖器床をつける 5月中旬です。素潜り漁師さんの手により一本づつ丁
寧に刈り取られます。
あかもくには約 4000 種類のポリフェノール、粘り・ぬめり成分のフコイダン、カルシウム・鉄分を
はじめとするミネラル、更にビタミンＫなどが含まれています。
本製品は鳥取県西部に位置する大山町の御崎海岸で収穫された「天然あかもく」を下処理後、温風乾
燥し、食ベ易く粉砕したものです。また、食品添加物を一切加えない自然の風味を大切にした製品です。

日本海

御崎海岸は鳥取県西部の大山町にあり、山陰の秀峰「大山」からの伏流水が流れ込む綺麗な海岸です。

印が御崎海岸 山陰の秀峰「大山」 収穫場所：御崎海岸

素潜り漁師さんが収穫したあかもくを一本づつ丁寧に下処理後温風乾燥します。

収穫風景 穫れたてあかもく 乾燥中のあかもく

あかもくを湯通しすると
鮮やかな緑色になります。
各種料理にこの緑色がと
ても映えます。

写真上：湯通し前
写真下：湯通し後

湯通し後のあかもくは
大変粘り・ぬめり気が
あります。最近人気の
ねばねば系自然食品で
す。
写真：湯通し後ポン酢
を適量加えたものです。

お薦め調理例

本製品を適量取り出しそのまま味噌汁の具として、炊き込みご飯の具と
してお召し上がり頂く等色々なお楽しみ方法があります。各種調理法に
つきましては右ＱＲコードをご利用頂きご覧ください。

製品製造者：ＮＰＯ法人ライヴ
鳥取県米子市淀江町中間 692 番地　TEL/FAX：0859-56-5789　E-mail：info＠live-y.jp　

（２）前述（１）の各製品の周知宣伝と実施各イベント時の案内説明等を実施するための①製品説明チラシ、

②サンプル配布周知看板、③製品周知用ポスター 2種、④御崎イベント開催周知新聞用等チラシ、⑤包装資材

貼り付けシール、⑥各製品の包装用袋等を製作した。製作した各周知宣伝用物品等と各製品の包装資材の規格、

概要等は次の通りである。

２．具体的な実施活動（２）周知宣伝物等の製作
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②サンプル配布周知宣伝看板（W841mm×H297ｍｍ）

③－１乾燥あかもく粉末、乾燥アゴ粉末周知宣伝用ポスター（B2　コート 135kg　４/０)

③－２サメジャーキー周知宣伝用ポスター（B2　コート 135kg　４/０）

平成２８年度鳥取県協働提案・連携推進事業報告書添付資料
NO2

製作した周知宣伝物及び包装資材
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この度鳥取県産「あかもく」と「あご」の乾燥粉末製品とペットフード用「乾燥サメジャーキー」
製品の 4月の販売開始に先立ちサンプルを無料配布します。当日は、「あご出汁あかもくの
味噌汁」、「あご出汁炊き込みご飯」の無料配布も同時開催しますのでお気軽にお越し下さい。

※サンプル、試食ともに先着順、無くなり次第終了です！
※配布サンプルのお持ち帰りはお一人様各種 2袋迄となります！
※このサンプル配布・試食会は「鳥取県協働・連携推進事業」
　に基づく活動です。

TEL:0859-56-5789（9:00 ～ 17:00）
HP：http//www.live-y.jp主催：NPO法人ライヴ

鳥取海の幸サンプル無料配布＆試食会のお知らせ

御崎漁港は旧中山町にある小さな漁港
です。その周辺は昔から鳥取県内屈指
の優良な漁場です。
地元漁師さんによってあかもく、わかめ、
ぼうず、さざえ、あわび、さわら、しろ
いか等の美味しい海の幸が収穫されて
います。その収穫の様子も見られる
かもしれません！

場所：鳥取県西伯郡大山町御崎漁港（地図裏面にあり）
期日：平成 29年 3月 11 日（土曜）、12日（日曜）
※当日悪天候の場合 3月 18 日（土曜）、19日（日曜）に振り替え。
　開催が不明な際のお問い合わせは TEL：080-6349-6261 まで。

サンプル無料配布数：各製品３００袋（1日当り）
試食数：各１００食（1日当り）

時間：11:00 ～ 15:30
御崎漁港風景

無料配布サンプルのご紹介（全ての製品は食品添加物を一切使用していません）

当日場所が分らない場合は
TEL：０８０－１２３－１２３４まで
ご連絡下さい。

JAセルフ
ガソリンスタンド

山陰合同銀行
中山出張所

←　米子方面 鳥取方面　→

中山PA
＆　

スノーステーション

　Ｃ
Ｉ
山
中
道
陰
山

↓

神社

大山町役場
中山支所

※車は公衆トイレ横の駐車場（広場）に駐車して下さい

御崎漁港
Ｐ 公衆トイレ 漁協施設

ここです

ナビ利用でお越しの際は
「鳥取県西伯郡大山町御崎 492-6」と入力を！ 小さな標識（北御崎）

佐々木医院
の看板

日本海

９号線

●山陰道中山インターチェンジを降りて
左折後約 50ｍで右折（中山温泉側ではな
い方向）、約 500ｍで中山郵便局横の交
差点に出ます。そこを左折後約 800mで
山陰合同銀行中山出張所の 9号線交差点
です。

９号線

道順例

案内地図 ご挨拶

※当日場所が分らない場合は
TEL：080-6349-6261 までご連絡下さい

この度のサンプル製品の無料配布・試食会は鳥取県の
「協働・連携提案事業」に基づき、私どもNPO法人ライヴ
と鳥取県、そして鳥取県漁協中山支所の皆さんが協働
して、「港地域の活性化」を目指して行なう活動の一環
です。

それぞれの製品の原料となる魚類、海藻類の効率的な
活用により、「少しでも御崎漁港地域が元気になれば！」
との願いをこめて作りあげた製品です。

製品の製造では「港周辺の障がい者福祉施設」の利用者
の皆様にもお手伝いを頂き完成させました。

東京、大阪でも同様の配布会・試食会を実施しましたが、
来場者様の評判は上々でした。

この機会に、是非とも港へお越し頂きサンプル製品を
お持ち帰り下さい。

乾燥あかもく粉末
御崎漁港で水揚げ
されたあかもくを
乾燥させて粉砕した
製品です。
あかもくは繊維質、
ミネラル、フコイ
ダン等がたくさん
含まれる最近人気の
海藻製品です。

乾燥あご粉末
鳥取県産のあごを
湯通し後、その身
部分のみを丁寧に
乾燥し、粉末化した
製品です。
高級料亭の吸い物、
味噌汁等に出汁と
して使われ、とても
上品な風味が特徴
です。

図

愛犬用 乾燥サメジャーキー
鳥取県産のサメを
下処理後丁寧に
乾燥させた、愛犬
用サメジャーキー
です。
サメの栄養成分が
豊富で愛犬が飛び
つく美味しさが特徴
です。

ご挨拶

NPO法人ライヴ職員一同

④御崎イベント開催周知新聞用等チラシ

（A４　コート 90kg　４/４）表

裏

製作した周知宣伝物及び包装資材
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⑤包装資材貼り付けシール　（PE  直径 25ｍｍ　２/０）

⑥－１乾燥あかもく粉末製品包装用袋（PE、M　５/０）

【表面】 【裏面】

（裏ラベル）

ご注意：本製品とともに「乾燥剤」を入れています。食べる事は出来ませんので
　ご注意ください。

乾燥粉末タイプ

「食品微生物センター調べ」

ここからお切りください。ここからお切りください。ここからお切りください。ここからお切りください。 ここからお切りください。

→ →
↓

↓

→ →
↓

↓

→→
↓

↓
7ｍｍ 7ｍｍ

12ｍｍ 12ｍｍ

104ｍｍ 104ｍｍ

エネルギー
主要栄養成分 (100g あたり )

165kcal
14.1g
6.5g

タンパク質
脂質

炭水化物
食塩相当量
ナトリウム

53.9g
0.28g
110mg

※底シールなし　　表面中央の白の長方形は透明　　ノッチあり
あかもく粉末　パッケージデザイン

お召し上がり方法例

◎本製品を適量、水で戻しサラダに入れてお召し上がりいただけ
　ます

あかもく原藻

製作した周知宣伝物及び包装資材
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⑥－２乾燥あご粉末製品包装用袋（PE、M　５/０）

【表面】 【裏面】

（裏ラベル）

ご注意：本製品とともに「脱酸素剤」を入れています。食べる事は出来ませんの
　でご注意ください。　　　　

乾燥粉末タイプ

「食品微生物センター調べ」

ここからお切りください。ここからお切りください。ここからお切りください。ここからお切りください。 ここからお切りください。

→ →
↓

↓

→ →
↓

↓

→→
↓

↓

7ｍｍ 7ｍｍ

12ｍｍ 12ｍｍ

104ｍｍ 104ｍｍ

エネルギー
主要栄養成分 (100g あたり )

320 kcal
75.3g
2.0g

タンパク質
脂質

炭水化物
食塩相当量
ナトリウム

0.1g
0.33g
130mg

※底シールなし　　表面中央の白の長方形は透明　　ノッチあり
あかもく粉末　パッケージデザイ

お召し上がり方法例

　ださい。

　用していただけます。　　　　　　

あご ( とびうお )

⑥－３サメジャーキー製品包装用袋（PE　５/０）

製作した周知宣伝物及び包装資材
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２．具体的な実施活動　 (３)‐①東京地区イベント

（３）前述（１）の各製品を周知宣伝するために各製品のサンプル配布、及び試食会を東京地区で実施した。

その概要、結果等は次の通りである。

１．実施内容

●実施日：平成 29 年 2月 1日、2日（準備日及び移動日として平成 29 年 1月 31 日）

●実施時間：2月 1日（11:00 ～ 17:00）、2月 2日（11:00 ～ 18:30）

●実施場所：とっとりおかやま新橋館（鳥取県東京アンテナショップ）１Fイベントコーナー、２Fイベントスペー

ス

●参加者：NPO法人ライヴ職員（長光、井田、中野、井上）、NPO法人ライヴ運営の福祉事業所リヴよどえ利用

者（本池）、鳥取県漁協中山支所（地区運営委員長：中村、地区運営副員長：天野）

※NPO法人ライヴ職員長光は自費にて参加（計画団員数 6名、実際団員数 7名）

●目的：県産水産物の普及を手段とした御崎漁港地域活性化事業に係り製造した「乾燥あかもく粉末」、「乾燥ア

ゴ粉末」、「乾燥サメジャーキー」製品の周知・宣伝

●方法：①前述の製造品各 700 袋をサンプルとして説明チラシと共に来店者へ配布すると共に、団員が直接来場

者へ製品説明をする。②「乾燥あかもく粉末」及び「乾燥アゴ粉末」に関してはそれらを食材として調理した試食

品を提供する。③来場者に対して原料を収穫した本人（中村、天野）より生産者目線での情報（収穫地、収穫方法、

収穫時期、収穫に際しての気遣い点等）を伝える。

④会場にパネル等を展示し製品の周知宣伝をする。⑤メディアを招待して本事業の説明をする。⑥今後の製品販売

に際し役立てるためのアンケートを実施する。

２．実施結果概要

①計画通り各サンプル 700 袋を約 900 名（サメジャーキー製品が犬用であるため全く不要な方も有り配布サンプ

ル数と配布人数が不一致）の来場者へ説明チラシと共に配布し、且つ口頭による説明が出来た。尚、終了時まで

にサンプルが無くなり 10 名の来場者へ後日郵送した。

②試食提供については A：湯戻しあかもくに麺つゆをかけたもの（10g 程度）B：乾燥アゴ粉末を出汁利用したあ

かもく入り味噌汁（80cc 程度）C：乾燥アゴ粉末を出汁利用した炊き込みご飯（100g 程度）の３種を A：400 名分、

B：200 名分、C：100 名分を調理し試食提供出来た。

③来場者に対して生産者より直接収穫にまつわる話を来場者約 50 名に対して実施出来たと共に 100 名の来場者

へアンケートを実施出来た。

④福祉新聞社（2月 1日）、日本海新聞社（2月２日）の取材を受け本事業の情報を提供し説明が出来た。

⑤２月２日平井知事により来場者への本事業に係る説明と製品の周知宣伝を行なって頂いた。
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東京地区サンプル配布イベント実施報告

３．実施状況説明写真

NO２

参加団員（7名） サンプル・試食配布テーブル（１F) 試食あかもく調理風景（２F）

２F会場風景（調理使用） 漁協生産者による説明風景 １F会場全景

福祉新聞社取材風景（記者：写真左） 利用者・職員による説明風景 試食提供風景（炊き込みご飯）

利用者・職員による試食提供風景 生産者・職員による試食作り風景 生産者・職員による配布・説明風景

利用者・職員による説明風景 生産者から説明を受け試食する平井知事 平井知事と団員

３．実施風景写真
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4．アンケート結果

下表アンケート結果より

①あかもくを知らない人が多いが約 8割の方が本製品を使いたいと思った。

②あごはよく知られていることもあり約 9割の方が本製品を使いたいと思った。

③サメ原料製品はほとんどの人が知らないが 6割以上の方が食べさせたいと思った。

アンケート集計結果

30

84

99

96

6

45

72

18

7

10

59

17

5

5

1

1

5

8

0 20 40 60 80 100 120

Q1：あかもくをご存じでしたか？

Q2：あかもく粉末を使いたいと思いますか？

Q3：あごをご存じでしたか？

Q4：あご粉末を使いたいと思いますか？

Q5：鮫を原料としたジャーキーをご存じでし
たか？

Q6：鮫ジャーキーを愛犬に食べさせてあげ
たいと思いますか？

はい いいえ 無回答 単位：人

①口頭に於いて約半数のサンプル配布・試食した来場者から「製品は何時から販売するのか？」と言う

質問を受けた。（早く販売してほしいとの意味で）

②アンテナショップ瀬尾店長、稲葉仕入担当より本製品を早く供給（販売可能と言う意味）してほしい

との申し出を受けた

③㈱ユマコーポレーション（東京都）の関社長よりカナダのトロントへ本製品を送り販売したいとの申

し出を受けた。

④料理研究家の田代氏（東京都）より本製品を利用したいとの申し出を受けた。

５．アンケート以外の反応



ＮＯ１３

６．総括

　本事業に於ける最初の主たるイベントであったが、好天にも恵まれ来場者も多く、計画通り 700 袋のサンプル

配布と試食提供が実施できた。そして、何よりも製品に対する来場者からの評価が上々であったことから実際の

製品販売に向けて大きな自信が持て、結果、本事業の目的である「御崎漁港地域の活性化」への大きな期待に繋がっ

た。

　また、県との協働に於いても鳥取県東京本部より会場準備・設営等で協力を頂き円滑なイベント実施となった。

　更に、鳥取県東京本部の手配で平井知事にも来場者への製品周知活動を行なって頂くことができ、大きな効果

があったと推測された。加えて、本事業の目的の一つでもある「障がいがある方と漁港地域の方々との連携」に

於いても十分な連携がはかれ、結果、効果的な周知宣伝ができたものと考える（福祉新聞記事参照）。

　反省点としては、東京アンテナショップ２Fへの試食者誘導が非常に難しく（誘導途中にアンテナショップ飲

食店舗がある等）、急遽１Fイベントコーナーでの試食実施を余儀なくされたことがあげられる（試食品調理場所

としては適当であったが）。この点、今後の製品販売に際するイベント開催時の参考としたい。

　いずれにしても、県、漁協、障がいのある方々の協働のもと本事業の目的達成に向けた大変成果あるイベント

になったと考える。
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１．実施内容

●実施日：平成 29 年 2月 24 日（準備日及び移動日として平成 29 年 2月 23 日）

●実施時間：11:00 ～ 17:00

●実施場所：大阪ガスハグミュージアム（大阪市西区）

●参加者：NPO法人ライヴ職員（長光、三好、山根）、、鳥取県漁協中山支所（地区運営委員長：中村）

（計画団員数 3名、実際団員数 4名）

●目的：県産水産物の普及を手段とした御崎漁港地域活性化事業に係り製造した「乾燥あかもく粉末」、「乾燥ア

ゴ粉末」、「乾燥サメジャーキー」製品の周知・宣伝

●方法：①前述の製造品各 200 袋をサンプルとして説明チラシと共に来店者へ配布すると共に、団員が直接来場

者へ製品説明をする。

②「乾燥あかもく粉末」及び「乾燥アゴ粉末」に関してはそれらを食材として調理した試食品を提供する。

③来場者に対して原料を収穫した本人（中村）より生産者目線での情報（収穫地、収穫方法、収穫時期、収穫に

際しての気遣い点等）を伝える。

④会場にパネル等を展示し製品の周知宣伝をする。

２．実施結果概要

①この度のサンプル配布・周知活動の対象者は食品販売の専門家であるバイヤー、飲食店関係者であった。

②計画通り「乾燥あかもく粉末」、「乾燥アゴ粉末」、「乾燥サメジャーキー」各サンプル 200 袋を約 100 名の来場

者へ説明チラシと共に配布（専門家対象であるため各人 2袋）し、且つ団員から口頭による説明ができた。

③試食提供については A：湯戻しあかもくに麺つゆをかけたもの（10g 程度）を 70 名に対して試食提供できた。（試

食用意数 :100 食）

④来場者に対して生産者（団員中村）より直接収穫にまつわる話をバイヤー等約 20 名に対して実施でき、製品に

対して大きな興味を持って頂けた。

⑤特に 37 社（団体）の来場者から配布したサンプル製品に興味を持って頂き、今後の折衝・連絡のため名刺交換

をした。尚、その場で製品を販売したいとの申し出もあり、5社へ追加サンプル、製品の見積もり等の送付依頼

を受け、後日送付した。

２．具体的な実施活動　(３)‐②大阪地区イベント

（３）前述（１）の各製品を周知宣伝するために各製品のサンプル配布、及び試食会を大阪地区で実施した。

その概要、結果等は次の通りである。
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３．実施状況説明写真

サメジャーキー周知ポスター

乾燥あかもく粉末
乾燥あご粉末周知
ポスター

配布用各サンプル

本事業を説明した看板

団員（撮影者長光）

試食を勧める団員 説明をする団員 説明をする団員

説明をする団員 説明をする団員

説明をする団員

３．実施風景写真
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大阪地区サンプル配布イベント実施報告
NO３

4．アンケート結果

この度のイベントに関してはバイヤー、飲食店等の食品専門家が主体であったため鳥取県関西

本部がそれら来場者へアンケートを実施した。その結果は下表のとおりである。

：出品した製品

３．バイヤーに対するアンケート結果
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４．当法人展示ブースに立ち寄り特に製品に興味を持った企業等

株式会社 新通 大阪府大阪市 
第三営業局 EC ソリューション部 副部長  鍋野博之 
備考： 
 
株式会社 新通 大阪府大阪市 
第三営業局 EC ソリューション部 課長 三浦友史 
備考： 
 
センコー商事株式会社 大阪府大阪市 
通販店舗事業部 通販店舗事業グループ  北島愛 
備考： 
 
センコー商事株式会社 大阪府大阪市 
営業戦略室 通販店舗グループ  池永結香 
備考： 
 
UHA 味覚糖株式会社 大阪府大阪市 
開発ディビジョン兼 戦略開発セクション リーダー  滝島康之 
備考：ホタルイカ・もさえびを研究室へ送る。 
 
UHA 味覚糖株式会社 大阪府大阪市 
マテリアル開発セクション マテリアル開発 B チーム サブリーダー  塚本慎平 
備考： 
 
(株)酒販店情報ネットワークシステム 大阪府高石市 
代表取締役  坂口英男 
備考：メールにて商品写真・商品説明文・見積を送る。 
 
(株)酒販店情報ネットワークシステム 大阪府高石市 
専務取締役  坂上しげ子 
備考： 
 

株式会社 光洋 (イオン) 大阪府豊中市 
ピーコックストア千里中央店 店長  久保広和 
備考： 
 
株式会社 光洋 (イオン) 大阪府豊中市 
ピーコックストア千里中央店 副店長  北村鉄也 
備考： 
 
株式会社 物産食品 大阪府大阪市 
セールスマネージャー  市原千佳惠 
備考： 
 
有限会社 万惣 (レストラン Mansour) 大阪府門真市 
営業部 課長  黒木大稔 
備考： 
 
株式会社 TOMOTO 大阪府大阪市 
取締役部長  中本章夫 
備考：  
 
株式会社 近商ストア 大阪府松原市 
商品第二部長  新熊真啓 
備考：  
 
株式会社 近鉄百貨店 大阪府大阪市 
本店 食料品部 生鮮食品課 課長  橋本博 
備考：  
 
株式会社 ジャパンフーズ クリエイト 大阪府大阪市 
営業本部 ギフト・特販部 催事課 マネージャー  城秀樹 
備考：  
 

株式会社 USEN 大阪府大阪市 
法人営業統括部 担当部長  村上美文 
備考： 
 
株式会社 インターナショナルサポート 大阪府吹田市 
代表取締役  松村匡章 
備考： 
 
株式会社 パーソナルコンタクト 大阪府大阪市 
大阪営業所 所長代理 雑穀エキスパート認定者  香山大輔 
備考： 
 
株式会社 アートネクサス 大阪府大阪市 
代表取締役プロデューサー  渋谷淳子 (すごい！鳥取市応援サポーター) 
備考：  
 
株式会社 山陰道 大阪府大阪市 
白岩俊夫 
備考： 
 
株式会社 うおいち 大阪府大阪市 
市場営業本部 販促営業広報課 課長  喜井東一郎 
備考： 
 
株式会社 庄司商店 大阪府大阪市 
代表取締役  庄司博次 
備考：  
 
大阪ガスビジネスクリエイト株式会社 大阪府大阪市 
セールスプロモーション事業 セールスプロモーションチーム チーフ  長谷川真弓 
備考： 
 

大阪ガスショールーム ハグミュージアム 大阪府大阪市 
フードコミュニケーショングループ チーフ  吾妻直子 
備考：サンプル送る。アカモク 3 種(粗め・微粉砕・パウダー) 各 20 個 
 
日本食糧新聞社 関西支社 大阪府大阪市 
副支社長  根津貴子 
備考： 
 
日本食糧新聞社 関西支社 大阪府大阪市 
事業部  楠井晴久 
備考： 
 
アサヒビール株式会社 大阪府大阪市 
近畿圏統括本部 営業企画部 業務用 MD 副部長  伴野英治 
備考： 
 
アサヒビール株式会社 兵庫県神戸市 
神戸統括支社 市場開発チーム 副主任  植田一成 
備考： 
 
株式会社 アリエス 兵庫県尼崎市 
営業部長  時本力男 
備考： 
 
いしはら商店 兵庫県神戸市 
岡美沙子 
備考： 
 
有限会社 Linx 兵庫県西宮市 
取締役社長  川口英生 
備考： 
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４．当法人展示ブースに立ち寄り特に製品に興味を持った企業等

 奈良県生駒市 
宇都宮栄子 
備考： 
 
株式会社 奈良コープ産業 ふるさと とっとり ～鳥取物産取扱店～ 
営業部 課長  浅越悠子 
備考： 
 
日刊 水産経済新聞 大阪府大阪市 
次長  川邉一郎 
備考： 
 
株式会社 だいせん麺工房 鳥取県西伯郡 
代表取締役  宮内盛司 
備考： 
 
有限会社 田畑商店 鳥取県鳥取市 
食品開発販売事業部 部長  中塚祐二 
備考： 
 

　本事業に於ける 2回目の主イベントであり、鳥取県関西本部の協力の下、計画通りサンプル配布・製品説明、試

食提供等ができた。2月 1日、２日の東京地区イベントとは異なり、来場者は食品バイヤー、飲食店舗関係の方々

であり、専門家目線での評価を受けることとなった。

　このような状況の中、前述３「アンケート結果」、４「当方人展示ブースに立ち寄り興味を持った企業等」にある

ように多くの企業等から製品に対する興味と高い評価を頂き、４月以降の製品販売について大きな期待を持つこと

ができた。このことからそれら製品の原料となる水産物の取り扱い量が増加し、結果、本事業の目的である御崎漁

港地域の活性化に繋がることが推測されることとなった。

　更に、東京地区イベントと同様に、バイヤー（東京地区イベントでは来場者のほとんどは末端消費者）が団員で

ある漁協関係者（地元生産者）の生の声を聞くことができたことも各製品に大いに興味を持つ一因となったことから、

本イベントの目的達成に大きな効果を与えたと推測する。

　また、本イベントを契機に、4月以降鳥取県関西本部販路開拓チームと連携を密にしながら積極的な製品拡販に

取り組むことで合意に至った。

　今後の課題として、本事業で完成した製品がいずれも末端消費者向けの小包装であることから、飲食店関係者よ

り業務用大袋も製造して欲しい旨の要望があり、早急に対応することとした。

　いずれにしても、鳥取県関西本部、鳥取県漁協の連携協力の下、本イベント実施目的を十分に達成できたと考える。

５．総括
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２．具体的な実施活動　（３）‐③御崎漁港地区イベント

（３）前述（１）の各製品を周知宣伝するために各製品のサンプル配布、及び試食会を御崎漁港地区で実施した。

その概要、結果等は次の通りである。

１．実施内容

●実施日：平成 29 年 3月 11 日、12 日

●実施時間：11:00 ～ 15:30

●実施場所：御崎漁港内漁協施設（西伯郡大山町御崎）

●参加者：（11 日）NPO法人ライヴ職員（高浜、井田、三好、中野、山根、井上、長光）、鳥取県漁協中山支所（地

区運営委員長：中村）、リヴよどえ利用者（谷田、松田、矢信、加藤、本池、山根、根本、安本、進）計 17 名

（12 日）NPO法人ライヴ職員（大田、高浜、阪倉、三好、中野、長光）、鳥取県漁協中山支所（地区運営委員長：中

村）、リヴよどえ利用者（谷田、十川、八田、永里、本池、松田、松田）計 14 名

●目的：県産水産物の普及を手段とした御崎漁港地域活性化事業に係り製造した「乾燥あかもく粉末」、「乾燥アゴ

粉末」、「乾燥サメジャーキー」製品の周知宣伝

●方法：①前述の製造品各 300 袋をサンプルとして説明チラシと共に来店者へ配布すると共に、団員が直接来場者

へ製品説明をする。

②「乾燥あかもく粉末」及び「乾燥アゴ粉末」に関してはそれらを食材として調理した試食品を提供する。

③来場者に対して原料を収穫した本人（中村）より生産者目線での情報（収穫地、収穫方法、収穫時期、収穫に際

しての気遣い点等）を伝える。

④会場にパネル等を展示し製品の周知宣伝をする。

⑤イベント開催の周知については (a) イベント開催周知チラシを 2万枚制作し約 1.7 万枚を米子市内と大山町内等へ

3月 10 日の日本海新聞朝刊折込配布、近隣公民館等への配置、手配りをする。(b）地元 FM局（DARAZU FM）にて

20 秒案内 CMを 3月 11 日に 5回放送する。(c）公益財団法人とっとり県民活動活性化センターの運営するメーリ

ングリスト（約 270 名）を活用してイベント周知する。（ｄ）鳥取県から報道機関に対する本イベント開催の情報提

供する。

２．実施結果概要

①11 日：110 名、12 日 115 名の計 225 名の来場者であった。

②この度のサンプル配布、製品周知活動の主対象者は地元住民であったが、その方々へ（a）地元産原料による「乾

燥あかもく粉末」、「乾燥あご粉末」、「サメジャーキー」を周知することができた。（b）御崎漁港自体を知ってもら

うことができた（来場者から「今まで場所自体を知らなかった」との言葉多数あり）。

③各サンプル 300 袋の配布計画であったが、11 日各 220 袋、12 日各 230 袋の配布となった。

④試食提供については (a）：乾燥あご粉末を出汁とし乾燥あかもく粉末を具とした味噌汁（b）乾燥あご粉末を出汁

とした炊き込みご飯を両日ともに計画通り各 100 食提供できた。

⑤来場者に対して漁協関係者（原料生産者）より直接収穫状況、原料等に係る話を計 15 名に対して実施できた。
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4．実施状況説明写真（サンプル・試食配布に係るもの）

賑わう開始直後風景 会場前風景

試食（炊き込みご飯）配布する
利用者

試食（味噌汁）配布する利用者 試食（味噌汁）配布する職員

製品説明する職員 休憩コーナーで
試食する来場者

休憩コーナーで
試食する来場者

試食する来場者

サンプルサメジャーキーを愛犬に
与える来場者

試食用味噌汁
あご出汁、あかもくの具

試食用炊き込みご飯
あご出汁、あかもく粉末フリカケ

9号線で道案内する
職員と利用者

駐車場案内する
利用者

（注）本試食提供についてはNPO法人ライ　　  
ヴの露店営業許可に基づくものです。

３．実施風景写真
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４．総括

　本事業に於ける 3回目の主たるイベント（補助的イベント除く）であり、鳥取県漁協の協力の下、漁協施設（冷

凍庫・荷受施設）を無償で借り受け、更に、地元漁協組合役員等の応援も得てほぼ計画通り実施できた。

　当イベントでは本計画の目的である①障がいのある方も参加した地域活性化活動であること②御崎漁港を地域の

方へ知って頂くこと③本事業の製品である「乾燥あかもく粉末」、「乾燥あご粉末」、「サメジャーキー」を周知宣伝

することである。

　①に関しては 11 日、12 日の 2日間合計で 16 名の障がいがある方々が参加し、サンプル配布、試食提供、道案内

等で参加協力して頂き、来場者さんからもその対応に対して好評を得た。（参加した障がいのある方の意向で障がい

がある方がイベントへ協力する旨の周知はしていない：自然な形での協力と言う意味）これらの点から本イベント

の目的①は達成できたと考える。（障がいがある方の参加協力はイベントへの酸化協力以外にもサンプル製造協力も

ある）

　②に関しては、イベントの来場者数は、3月 11 日：110 名、3月 12 日：115 名の計 235 名であった。計画では

両日計 300 名の来場者を見込んでいたが目標を下回ることとなった。その未達理由は (a）来場者のほとんどが御崎

漁港自体を知らないことから場所が分りにくかったこと (b）当日県内で他のイベントが目白押しであったこと（ｃ）

イベント周知のための新聞折り込みチラシが少なかったこと等があげられるため、今後の御崎漁港でのイベント開

催時の参考としたい。

　③に関しては、来場者への各サンプル配布と共に試食提供を実施したことにより来場者から「とても美味しい」、「購

入したいが販売は何時から」等の好評価、質問等が多数あったことから製品を周知するという目的③は達成された

と考える。

　但し、地元からの来場者より「あかもくは食べられるのか？」等の質問もあり、更なる製品、及びその原料に対

する周知が必要と思われる。（これらの質問に対しては協力して頂いた地元県漁協役員さんからも説明して頂いた）

　以上の点から本イベントの目的は概ね達成されたと考える。

　最後に、本イベントには協働する県水産課担当者も応援に駆けつけて頂きイベントを盛り上げて頂いたことを付

記するものである。
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２．具体的な実施活動　 (4）‐①鳥取市内補助イベント

（４）前述（１）の各製品を周知宣伝するために各製品のサンプル配布、及び試食会を鳥取市内で実施した。

その概要、結果等は次の通りである。

１．実施内容

●会名称：ごきげんマルシェ

●実施日：平成 2８年１１月５日

●実施時間：11:00 ～ 16:00

●実施場所：鳥取駅前バードハット（鳥取市）

●主催者：鳥取県障がい福祉課

●参加者：NPO法人ライヴ職員（大田、高浜、阪倉、井田、山根、三好、井上、長光）８名、リヴよどえ利用者

（谷田、谷村、本池、八田、十川、永里）計６名、協力：八頭農林水産物生産・移出・輸出協議会（3名）

●目的：本事業に係り製造した「乾燥あかもく粉末」、「乾燥アゴ粉末」製品の周知宣伝。

●方法：①「乾燥あかもく粉末」、「乾燥あご粉末」の試食品（あご出汁を使用しあかもくを具とした味噌汁、あご

出汁を使用した炊き込みご飯）を各 150 食提供する。

②あかもくのサンプル（本事業で計画した包装用袋ではないもの）を 250 名に配布する。

③会場にパネル等を展示し製品の周知宣伝をする。

④来場者へあかもくに対してのアンケートを実施する。

２．実施結果概要

本イベントについては鳥取県障がい福祉課が主催したものであり、障がい者福祉事業所が主たる参加団体のイベ

ントである。サンプル製品及び試食品配布に際しては２ブースに分かれて実施した。

配布サンプルの「乾燥あかもく粉末」は計画通り来場者 258 名に各１袋づつ配布した。試食はあご出汁を使用し

あかもくを具とした味噌汁、あご出汁を使用した炊き込みご飯とし、同じく計画通り来場者 150 名に試食させた。

更に、あかもくサンプルを配布した来場者 258 名に対してアンケートを行なった。

尚、味噌汁の味噌と炊き込みご飯の米を八頭農林水産物生産・移出・輸出協議会より提供して頂き、合わせて当

日は当該協議会員３名が試食配布に協力して頂いた。

加えて、バイヤーでもある㈱フジオフードシステム（大阪市）、石原商店（神戸市）との商談を行なった。（㈱フ

ジオフードシステムに於いては、取締役にあかもくの味噌汁を試食して頂き好評価を得たことで次の商談に繋がっ

た。）

また、平井知事と石破代議士も当法人ブースへ応援・激励に駆けつけて頂き、本活動を盛り上げて頂いた。



乾燥あかもくサンプル
配布風景

あかもく味噌汁
配布風景①

あかもく味噌汁
配布風景②

本事業とあかもく製品を石破代
議士に説明する当法人大田理事長

報道取材を受ける職員

あかもく味噌汁配布
に並ぶお来場者風景

あかもくサンプルを手にする
石破代議士と活動協力者

あかもく味噌汁を試食する
バイヤー：（㈱フジオ
フードシステム取締役

アンケートに答える
来場者イベント会場入口風景

乾燥あかもくを味噌汁
の具にする風景

当日活動した職員、利用者、協力者
と平井知事とともに

本活動の激励にブースへお越し頂い
た支援団体員と大田理事長

NO3
サンプル配布イベント（鳥取市内補助イベント）実施報告

３．活動風景３．実施風景写真

ＮＯ２３



４．アンケート結果

ＮＯ２４

Ｑ：アカモクをご存じでした
か？

無回答：
3%

はい：
37%

いいえ：
60%

はい：

いいえ：

無回答：

Q：アカモクを食べたいと思わ

れますか？

無回答：
1%

はい：77%

いいえ：
22%

はい：

いいえ：

無回答：

●アンケート結果に係る考察

あかもくは最近希少食材等としてマスコミでも取り上げられているが（NHK鳥取放送局等）、まだまだ十分
に知られていない様子である。しかし試食（味噌汁）、商品配布説明等を実施したところ、約 8割弱の方々が
興味を持ったと思われ商品化することで十分な食材流通の可能性を確保出来ると推測される。

Ｑ：ご来場になったきっかけ

9 9 1

114

0
45

75

5 ホームページ：

テレビ：

ラジオ：

雑誌・チラシ：

メルマガ：

知人：

その他：

無回答：

ホームページ： 9 名
テレビ： 9 名
ラジオ： 1 名

雑誌・チラシ： 114 名
メルマガ： 0 名

知人： 45 名
その他： 75 名
無回答： 5 名

Ｑ：ご来場いただいたお連れ様

72

51

57

3

27

48

12 15 0 1人で来た：

友人：

配偶者：

恋人：

親：

子：

祖父母：

その他：

無回答：

1人で来た： 72 名
友人： 51 名

配偶者： 57 名
恋人： 3 名

親： 27 名
子： 48 名

祖父母： 12 名
その他： 15 名
無回答： 0 名

※上記２つの質問の回答数が異なるのは来場者が複数
　回答をしたと考えられることからN=258 とした。



５．総括

ＮＯ２５

　本活動は鳥取県障がい福祉課の施策と連動して本事業のあかもく分野を中心としたものであった。
当日はイベント事前周知を県が実施したこと、天候にも恵まれたことで多くの来場者となった。

　計画では当法人の出展ブースに於いて乾燥あかもく粉末サンプル約 250 袋を無料配布するとともに、ア
ンケート調査を実施し、あかもくの認知度と製品化するにあたっての消費者の興味度を確認することで
あったがいずれも順調に実施でき、計画通りアンケート数 250 を獲得するに至った。（調査結果前述３）

　加えて、あかもくを具とした味噌汁（出汁は本事業で計画する乾燥あごを使用）を来場者へ 150 食試食
提供し、乾燥あかもくサンプル配布・アンケート獲得へと連動させた。尚、この試食提供活動に於いても
非常に良い評価を頂き（職員による試食への者聞き取り）、約 1.5 時間で試食提供を完了するに至った。

　アンケート調査によれば、計画するあかもく製品は消費者期待度が高いものと認識され今後の計画実施
に大いに追い風となった。

　当日来場したバイヤーとの商品商談会も実施され、㈱フジオフードシステム取締役、いしはら商店代表
者等と商談を実施することができた。特に、本事業に係り計画する製品である「乾燥あかもく粉末」、「乾
燥あご粉末」についてサンプルを提供するとともに商品説明を実施したところ、先方より大きな興味を持
たれた。結果、内容量、製品パッケージ等を含めて継続的な商談・打合せを実施することで合意に至った。

　報道機関に関しては、乾燥あかもく、乾燥あごを主体とした試食提供、サンプル配布等の当日の活動を
県手配のラジオ生取材に対して職員 2名が答弁を実施し放送された。

　また、平井鳥取県知事をはじめとする県関係者へも本計画に係る「乾燥あかもく粉末」、「乾燥あご粉末」
を使用した炊き込みご飯等を試食提供して頂くとともに当法人大田理事長より本事業の説明を行なった。
更に、本出展ブースへ直接激励に来られた石破前地方創生大臣へも当法人大田理事長より本事業の説明を
行い非常に高い評価を頂いた。

　このような状況、結果となり、本事業に係るあかもく、あごを原料とする製品等の周知宣伝の目的とそ
れらの商品化に向けた情報収集の目的は達成されたと考える。

　反省点としては、アンケートの際に商品を購入することとなった場合の消費者希望価格等を聴取すれば
良かったと思われ今後の改善点としたい。



ＮＯ２６

２．具体的な実施活動　 (４）‐②米子市内補助イベント

（４）前述（１）の各製品を周知宣伝するために各製品のサンプル配布、及び試食会を米子市内で実施した。

その概要、結果等は次の通りである。

１．実施内容

●実施日：平成 29 年 2月 21 日

●実施時間：13:30 ～ 16:00

●実施場所：米子市観光センター多目的ホール（米子市皆生温泉）

●主催者：鳥取県西部総合事務所、公益財団法人鳥取県産業振興機構、米子信用金庫

●参加者：NPO法人ライヴ職員（三好、井上、長光）３名

●目的：本事業に係り製造した「乾燥あかもく粉末」、「乾燥あご粉末」製品の周知宣伝。

●方法：①前述の製造品各 50 袋をサンプルとして説明チラシと共に来店者へ配布すると共に、来場者者へ製品説明

をする。

②「乾燥あかもく粉末」の試食品を来場者へ 50 食提供する。

③会場にパネル等を展示し製品の周知宣伝をする。

２．実施結果概要

本イベントについては鳥取県西部総合事務所（西部総合観光課）協力により実現したものであり、主たる来場者は

地元バイヤー、飲食店、ホテルの料理関係者等である。

飲食関係者とバイヤーという来場者に合わせて展示配布したサンプルは「乾燥あかもく粉末」、「乾燥あご粉末」の

2種とした。また、試食は「乾燥あかもく粉末」を湯でもどし麺つゆをかけたもののみとした。

来場者の評価については、特に「乾燥あかもく粉末」に対して多数の来場者から大きな興味を持たれた。更に、和食、

洋食のジャンルを問わず「どのような料理に使うのか？」、「戻す時はどのくらいの水との比率が良いか？」、「商品

化した時の価格は？」等々沢山の質問が多数あった。

加えて、「乾燥あかもく粉末」サンプルを持ち帰り、来場者自身の製菓工場であかもくクッキーをはじめとする試作

品を製作するとの申し出も受けた。（後日試作品を提供され試食した）

以上のように、計画通り製品サンプル配布、試食提供、説明ができ、4月以降の製品販売先の目処も立てることが

できた。



ＮＯ２７

サンプル配布イベント（米子市内補助イベント）実施報告

３．実施状況説明写真

NO２

開会式風景

当法人ブース風景

乾燥あかもく粉末
乾燥あご粉末

周知宣伝用ポスター
本事業を説明した看板

配布用各サンプル製品

説明をする団員

準備をする団員 配布用サンプル展示風景 試食を作る団員

試食を提供する団員 説明をする団員 TV局の取材を
受ける団員

３．実施風景写真



４．総括

ＮＯ２８

　本イベント出展活動は、当初計画には無かったものであるが、地元バイヤー、飲食店、ホテル等の料理関係者が
主たる来場であることから本事業の製品周知には大きな効果があると推測し実施するに至った。当初の目的どおり

地元バイヤーをはじめとする多くの来場者が当ブースを訪れ、試食し、製品サンプルを持ち帰ることとなった。

　前述の東京地区イベント（2月 1日、2日）に於いてあかもくの試食が来場者の興味を引く策として非常に効果的

であったことを踏まえ、試食提供品を「乾燥あかもく粉末」一本に絞り、多くの試食者から好評を得ることとなった。

但し、あかもく自体の認知度がまだ低く、今後の製品販売に於いても「あかもく自体の説明、食べ方、何が身体に

良いのか」等の分りやすい説明を行なう必要を強く感じ、その対応策を講じることとした。

　展示スペースの広さ、調理器具使用不可等の制約があったにも係わらず、来場者から強い製品に対する興味が感

じられ、今後の製品販売に大きな自信と期待が持てることとなり、結果本事業の目的である「それら原料使用製品

による地域活性化達成」に大きく寄与することが推測されるイベントであった。

また、地元バイヤー、飲食店関係者からの意見等は、今後の県内での製品販売に向けて大いに役立ったと考える。



ＮＯ２９

２．具体的な実施活動　 (５)‐①八頭町及び鳥取市内での海外向け活動 (スイス）

（５）前述（１）の各製品を海外へ周知宣伝、拡販するために各製品のサンプル配布、及び試食会を八頭町及び

鳥取市内で実施した。その概要、結果等は次の通りである。

１．実施内容

●実施日：平成 29 年 2月 15 日

●実施時間：15:00 ～ 17:00（商談・説明会）　19:30 ～ 21:00（製品サンプルを使用した会食会）

●実施場所：八頭町人権センター会議室（八頭町：商談説明会）

　　　　　　ラ・メゾン・ド・ブランシェ（鳥取市：会食会）

●主催者：鳥取県局販路拡大・輸出促進課

●参加者：NPO法人ライヴ職員（長光）１名

●相手側：スイスから来日したバイヤー、料理関係記者

●目的：本事業に係り製造した「乾燥あかもく粉末」、「乾燥アゴ粉末」製品の海外への周知宣伝と販路開拓。

●方法：①前述の製品サンプル各３袋を説明チラシと共に商談相手（バイヤー、料理関係記者）へ配布するととも

にそれらの製品説明を行なう。

②「乾燥あかもく粉末」の試食品を提供する。

④鳥取市内での会食会に於いて料理専門家による本サンプル製品を使用した料理を提供し、合わせて製品の説明を

する。

２．実施結果概要

本イベントについては鳥取県市場開拓局（販路拡大・輸出促進課）の依頼・協力により実現したものであり、相手

側はスイスより鳥取県を訪問した、バイヤー、料理関係記者である。

「乾燥あご粉末」に関しては「日本からスイスへの魚類製品輸入規制のハードルが高いため不可であるが、海藻類は

規制がないことから非常に期待出来るものである」という意見を得た。

加えて、「乾燥あかもく粉末」サンプルに対しては強い興味があり、スイス国内の日本料理店舗、フランス料理店舗

等で十分な需要が見込まれる旨の意見を頂いた。

また、当日の会食会でもサンプルの「乾燥あかもく粉末」を使用した料理を食したバイヤーからの高い評価もあり、

購入・販売に向け継続した交渉を行なうこととなった。

特に、バイヤーより「世界で 5人居しか居ない女性のフレンチ３星レストランのシェフに乾燥あかもく粉末を PRす

る」との申し出もあり、今後の海外向け製品販売に向けて非常に期待出来る商談会となった。



ＮＯ３０

３．実施風景写真

商談会風景 会食会風景

会食会時のあかもく使用料理

３．実施風景写真



ＮＯ３１

２．具体的な実施活動　 (５)‐②鳥取市内での海外向け活動（タイ）

（５）前述（１）の各製品を海外へ周知宣伝、拡販するために各製品のサンプル配布、及び試食会を鳥取市内

で実施した。その概要、結果等は次の通りである。

１．実施内容

●実施日：平成 29 年 3月 9日

●実施時間：15:20 ～ 17:00　

●実施場所：ホテルモナーク鳥取宴会場（鳥取市）　　　　　　

●主催者：鳥取県販路開拓・輸出促進課

●参加者：NPO法人ライヴ職員（長光）１名

●相手側：タイからのバイヤー、東京の食品輸出業者

●目的：本事業に係り製造した「乾燥あかもく粉末」、「乾燥アゴ粉末」製品の周知宣伝・販路開拓。

●方法：①前述の製造品各３袋をサンプルとして説明チラシと共に商談相手へ配布するとともに製品の説明をする。

②「乾燥あかもく粉末」の試食品を提供する。

２．実施風景写真

３．実施結果概要

本活動については鳥取県市場開拓局（販路拡大・輸出促進課）の協力により実現したものであり、相手側はタイよ

り鳥取県を訪問した料理関係者、バイヤー（㈱キッコーマンの子会社である海外向け商社 JFK ジャパン㈱：東京都）

である。

「乾燥あご粉末」に関しては既に他の購入先があり難しいとのことだが、「乾燥あかもく粉末」については、試食後「扱

いやすく、とても美味しい、磯の香りが漂う」等、料理関係者から絶賛の声があがり、バイヤーも是非取り扱いた

いとの意見を得た。

いずれにしても、今後の高い海外への販売可能性が確認出来、結果、その使用する原料需要を高めることで地域の

活性化に大きく寄与できるいう期待を持てた商談会となった。

当商談に於いては製品の販売に向けて継続的に連絡を取り合うこととなった。

タイからのバイヤー等への商談風景



ＮＯ３２

２．具体的な実施活動　 (５)‐③御崎漁港内での海外向け活動（中国）

（５）前述（１）の各製品を海外へ周知宣伝、拡販するために各製品のサンプル配布、及び試食会を御崎漁港内

で実施した。その概要、結果等は次の通りである。

１．実施内容

●実施日：平成 28 年 7月 21 日

●実施時間：14:00 ～ 16:00　

●実施場所：御崎漁港水産加工所（大山町内）　　　　　　

●主催者：当法人

●相手側：㈱エバー・ケア商事（大阪市中央区）　鄭社長　

●参加者：NPO法人ライヴ職員（三好、中野、井上、長光、）４名

●目的：本事業に係り製造した「サメジャーキー」製品の周知宣伝、製品に対する意見聴取、販路開拓。

●方法：①「サメジャーキー」サンプルを渡して計画する製品の説明をする。

②実際に加工設備等を視察してもらう。

２．実施風景写真

３．実施結果概要

本活動については中国、台湾、香港向けのペット用商品を取り扱っている㈱エバー・ケア商事の鄭社長を御崎漁港

水産加工所へ招待しての商談、視察である。

鄭社長は㈱ヤマヒサ（大阪市）のペット商品部門のアジア地区仕入担当者でもあったことからペットフードに関し

て専門的知識を持っている方である。

本事業で計画するサメを原料とするペットフード製品（サメージャーキー）についてその製品完成後の販売依頼を

すること、ペット用サメージャーキーの製品としての可能性を意見具申してもらうこと、加工設備等を視察しても

らうこと等が主目的であった。

加工所へ到着後、実際にサメの下処理状況、乾燥状況等を視察して頂いた。視察後の見解としては「国内のほとん

どのペットフードが中国産であるが原料収穫から乾燥仕上げまで実施していることは稀で、高所得者飼育向け犬用

ペットフードとして成立する。」、「乾燥後の製品カット（個々の大きさ）については 10cm程度が良い」、「製品自体

の量目は多すぎなくて良い」等であった。

更に、「日本製と言うことが売りとなることから、製品完成後中国国内業者への提案を行ないたい。」との申し出を

受けた。

以上のことから、本事業で製品化を計画しているサメージャーキーの製造、販路開拓に大いに役立つものであった。

加工状況を視察する鄭社長 加工設備を視察する鄭社長 サメ下処理中の職員三好



ＮＯ３３

４．総括 ( 活動①②③綜合）

　本事業の目的は、地域水産資源を活用することでその使用量を増加させ、結果、地域活性化に寄与するものである。

従って、各製品の完成後の販路確保は重要な課題であり、その課題解決が本事業の継続性を担保することとなると

考える。

　これら各活動は、販路を国内のみならず、できる限り幅広いエリアに確保できることで本事業の目的達成に効果

があると考える。この点に於いて、①②③の活動で海外バイヤー等からの製品についての好評価は今後の製品販売に

於いて大きな希望を持てることとなった。

　更に、本事業が障がいのある方の参加・協力により実施されていることを幅広く海外へも周知できたこととなり

大きな意義を持ったと考える。

　以上の点を踏まえて、これら活動は大きな効果があったと推測し、製品が完成し販売開始した以降に於いても活

動継続をしたいと考える。



ＮＯ３４

２．具体的な実施活動 (６）ラジオ番組出演　

（６）前述（１）の各製品の周知宣伝、御崎漁港地区イベントへの来場勧誘をするためにラジオ番組（２局）

へ出演した。概要等は次の通りである。

１．実施内容

●実施活動名：①BSS ラジオ出演、②DARAZU FM出演

●実施日：①平成 2８年 12 月 23 日、②平成 29 年 2月 3月 10 日

●実施時間：①14:40 ～ 14:45、②15:00 ～ 15:10

●実施場所：①BSS ラジオスタジオ（米子市内）、②DARAZU FMラジオスタジオ（米子市内）　

●主催者：①鳥取県食のみやこ推進課、②NPO法人ライヴ

●参加者：①②ともNPO法人ライヴ職員（三好、井上）２名

●目的：

①県産水産物の普及を手段とした御崎漁港地域活性化事業に係り製造した「乾燥あかもく粉末」、「乾燥アゴ粉末」

の周知宣伝。

②本事業で実施する御崎漁港地区に於ける「乾燥あかもく粉末」、「乾燥あご粉末」、「サメジャーキー」のサンプル

無料配布と試食会（3月 11 日、12 日）の開催事前周知。

●方法：①「乾燥あかもく粉末」、「乾燥あご粉末」の試食品（あご出汁を使用しあかもくを具とした味噌汁、あご出汁）

をスタジオでパーソナリティへ提供し、ラジオパーソナリティと当法人職員からら番組聴者へ各製品の PRをする。

更に、番組聴者へのプレゼントとして乾燥あかもく粉末、乾燥あご粉末のセット（本事業の成果物である包装資材

を利用せず各 20g 入りのもの）を 30 名へプレゼントし周知宣伝を実施する。

②本事業で実施する御崎漁港地区に於けるイベント開催内容等をスタジオにてラジオパーソナリティ、当法人職員

が番組聴者へイベント来場の呼びかけをする。

２．実施結果概要

本活動に於いては①②ともラジオパーソナリティと当法人職員の連携が上手くいき、番組制作側からも好評であっ

た。

①に関しては、サンプルの包装資材の完成前であったことから番組製作側より「完成したら再度出演して頂きたい」

旨の依頼を受け当方も了承した。また、視聴者反応も好評であり、予定通りプレゼント応募に従って個別にプレゼ

ント郵送を完了できた。

②に関しては、「公益財団法人とっとり県民活動活性化センター」のイベント周知用メールマガジンの配信がきっか

けとなりラジオ局側からの出演依頼を受けたものである。ラジオパーソナリティ自体がイベント開催地域（御崎漁

港地域）の方ということもあり、ラジオパーソナリティと当法人職員の掛け合いも上手く行き、効果的なイベント

開催事前周知ができた。



ＮＯ３５

３．実施風景写真（①に係るもの）

NO２

打合せ風景 本番風景 出演者
（手に持つのは乾燥あかもく粉末）

４．番組内周知内容（①に係るもの）
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３．実施風景写真（①に係るもの）

４．周知宣伝内容（①に係るも）の



ＮＯ３６

２．具体的な実施活動　 (７)‐①台湾よりの取材視察団

（７）前述（１）の各製品を周知宣伝するために台湾よりの取材視察団を招聘した。

その概要、結果等は次の通りである。

１．実施内容

主催者：鳥取県観光戦略課

日時：平成 28 年 12 月５日 15：00 ～ 17:15

場所：御崎漁港水産加工所及びその周辺

来訪者：台湾メディア取材・視察団（通訳含む 4 名）引率者：県観光戦略課 石田係長

対応者：当法人職員５名（三好、中野、井上、山根、長光）

２．目的

①本事業に係り製品化する「乾燥あかもく粉末」、「乾燥あご粉末」、「サメジャーキー」等の海外向け周知宣伝

②本事業を実施する御崎漁港地域の海外向け周知宣伝

３．実施概要

●チャーターバスにて 15:30 御崎漁港到着

●到着後御崎漁港内を散策（説明資料「御崎漁港について」を手渡し、職員三好が同行説明：手渡し資料はＮＯ

３７～ＮＯ３９）

●御崎漁港水産加工所にて製造物の説明実施（職員三好、長光）。特に本事業とその成果物である乾燥あかもく、

乾燥あご、乾燥サメジャーキーについて説明した。

●御崎漁港水産加工所内で本事業の成果物である乾燥あかもく粉末、乾燥あご粉末を食材利用した試食品として

（あご出汁あかもく味噌汁、あかもく入り炊き込みご飯等）を提供した。

●お土産として全員に本事業の成果物である乾燥粉末あかもく、粉末乾燥あご、乾燥サメジャーキーと板わかめ

のサンプルを提供し本国での周知宣伝を依頼した。

●17:15 花回廊へ向け出発した。

●尚、写真担当職員山根が撮影した写真を県観光戦略課経由で取材・視察団へ送付した。

４．取材・視察団員の反応等

●御崎漁港地域は景色が良く猫も居て、そしてノスタルジックな所で大変気に入った。

●鳥取県産海の食材を使った添加物不使用の料理が食べられるのは大いに魅力的である。

●乾燥あかもくをはじめとする海藻類は、健康に良いことは知っていたが、実際にあかもくを見るのは始めてで

ある。積極的に宣伝したい。また、個人的にもブログのフォロワ―が５万人居るのでそちらでも宣伝する。

●提供されたサンプル土産はブログでも宣伝する。

●提供された料理価格が 300 円程度との説明に全員驚愕していた。（宣伝したいとの意向）
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５．実施風景写真

県産水産物の普及を手段とした御崎漁港地域活性化事業報告 

台湾取材視察団御崎漁港訪問風景写真

職員三好と団員 職員三好から港の説明を受ける団員

港の取材をする団員 職員三好から食材の説明を受ける団員

本事業の成果物を利用した料理を取材する団員 職員長光より本事業の成果物の説明を受ける団員

本事業の成果物を利用した料理を試食する団員

団員全員に土産提供した本事業の成果物サンプル（写真上）と御崎漁港説明書類

写真右上より：乾燥あご粉末、乾燥あかもく粉末、乾燥サメジャーキー
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６．団員へ手渡し説明した資料

御崎漁港について
Misaki

●位置：鳥取県西伯郡大山町御崎

●特徴１：鳥取県内でも観光客、一般の方が気軽に出入り可能な漁港です。（多くの漁港は漁

業関係者以外の出入りを禁じています）

●特徴２：昔ながらの日本の小さな漁港の風景を残しています。また、河川の水が流れ込まな

く非常に綺麗な水質を保つ漁港です。

●特徴３：漁港周辺が鳥取県内でも大変優秀な漁場で、港でも沢山の魚が釣れます。 

　（釣れる魚：真鯛、あこう、さわら、大あじ、いか、はまち、ひらめ、すずきなど）

●特徴４：大変希少な大型の牡蠣、あわび、さざえ , なまこ、たこが獲れます。

★
日本海

御崎漁港鳥取県

googleC googleC

漁港内釣り客 あこう釣り しろいか釣り さわら釣り 釣果

岩牡蠣獲り 獲れたて岩牡蠣 獲れたてさざえ 獲れたてあわび

岩牡蠣炭焼き さざえ炭焼き

別紙資料 ＮＯ１



ＮＯ３９

６．団員へ手渡し説明した資料

御崎漁港について
Misaki

●特徴５：全国でも珍しい希少高級海藻が獲れます。（全国の高級料亭等へ供給）

●特徴６：猫が沢山見られます。

昔より漁港には猫が居ることが普通でしたが、現在、民家近くでは色々な規制があり沢山の猫
を見ることが出来ません。御崎漁港は隣接した民家が無く今でも沢山の猫が居ます。

NO２

かやも 岩のり あかもく 天草 わかめ獲り

御崎漁港観光問い合わせ先

●問い合わせ先：リヴよどえ福祉事業所（9:00 ～ 17:00、祝日、土日曜日休み）
●住所：鳥取県米子市淀江町中間 692 番地　　〒６８９－３４２４
●TEL/FAX：（+８１）０８５９ー５６－５７８９（対応言語：日本語、中国語）
●E-mail：info@live-y.jp（対応言語：日本語、中国語、英語）
●HP：http//www.live-y.jp
●提供可能なサービス
港での海鮮を使用した食事提供、観光釣り船紹介、特産品販売等
●注意点
「リヴよどえ」は本来障がい者の支援施設（団体）ですので観光業者ではあり
ません。従って、提供可能なサービスに限りがあります。但し、食材等につき
ましては国内でも一流、且つ、食品添加物無添加のものが提供可能です。
送迎につきましては状況により可能かどうか判断することとなりますのでお問
い合わせ下さい。

HPQR
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６．団員へ手渡し説明した資料

本日提供のメニュー

●海鮮炊き込みご飯

使用食材

①米：鳥取県八頭産特別栽培米（減農薬、減化学肥料基準適合）

②具材：鳥取県産乾燥ほたるいか、乾燥しろいか、乾燥あかもく

③出汁：鳥取県産乾燥あご、乾燥さわら、北海道産こんぶ

④調味料：有機大豆醤油

●味噌汁

使用食材

①具材：御崎漁港産乾燥あかもく

②味噌：鳥取県八頭産特別栽培米、特別栽培大豆原料味噌

③出汁：鳥取県産乾燥あご粉末

中尾武一シェフ

提供した料理のメニュー作成・料理監修は

東京帝国ホテル、元赤坂迎賓館等で 43 年間料理一筋に、天皇陛下、米

国フォード大統領等をはじめとする世界の VIP へ料理を提供し続けた、

鳥取県出身の元㈱インペリアルエンタープライズ取締役初代総料理長

「中尾武一シェフ」です。

ＮＯ３



ＮＯ４１

７．総括

　本活動は海外に対して①本事業に係る成果物である各製品を周知宣伝すること、②御崎漁港地域自体を周

知宣伝することであったが、事前準備を滞りなく実施したこと、県観光戦略課と密な連携をはかったこと

が功を奏し来訪した取材・視察団員に対して①、②とも好印象を与えることができた。

　特に、本事業で製品化を計画する「乾燥あかもく粉末」と「乾燥あご粉末」に対する海外女性からの高

い興味があることが裏づけられる結果となった。

　本事業に於ける他の国内活動に於いてサンプル配布時のアンケート聴取等（ＮＯ２４：平成 28 年 11 月

5日）を行い、それら各製品に対する意識調査を行なったところであるが、前述の状況から海外に於いて

も十分なあかもく製品への訴求効果があると判断された。

　いずれにしても、本事業で製品化を計画する地元水産資源を活用した製品群は、今後の販売に於いて高

い購買可能性があることが推測され、本事業の地域活性化をはかる上での手法とその方向性が正しいこと

と判断でき、大変有意義な活動となったと考える。



ＮＯ４２

２．具体的な実施活動　 (７)‐②香港よりの取材視察団

（７）前述（１）の各製品を周知宣伝するために香港よりの取材視察団を招聘した。

その概要、結果等は次の通りである。

１．実施内容

主催者：鳥取県観光戦略課

日時：平成 28 年 11 月 24 日 13:30 ～ 15:30

場所：御崎漁港水産加工所及びその周辺

来訪者：香港メディア取材・視察団（通訳含む 5 名）

対応者：当法人職員 4名（三好、中野、井上、山根）

２．目的

①本事業に係り製品化する「乾燥あかもく粉末」、「乾燥あご粉末」、「サメジャーキー」等の海外向け周知宣伝

②本事業を実施する御崎漁港地域の海外向け周知宣伝

３．実施概要

●チャーターワンボックスにて 13:30 御崎漁港到着

●到着後御崎漁港内を散策（説明資料として「御崎漁港について」を手渡し職員三好が同行説明：手渡し資料は

ＮＯ３８～ＮＯ４０）

●御崎漁港水産加工所にて製造物の説明実施（職員三好、井上）。特に本事業とその成果物である乾燥あかもく、

乾燥あご、乾燥サメジャーキーについて説明した。

●御崎漁港水産加工所内で本事業の成果物である乾燥あかもく粉末、乾燥あご粉末を食材利用した試食品として

（あご出汁あかもく味噌汁、あかもく入り炊き込みご飯のおにぎり等）を提供した。

●お土産として全員に本事業の成果物である乾燥粉末あかもく、粉末乾燥あご、乾燥サメジャーキーと板わかめ

のサンプルを提供し本国での周知宣伝を依頼した。

●15:30 次の視察地へ向け出発した。

４．取材・視察団員の反応等

●御崎漁港地域は自然に囲まれていて海の景色が良く大変気に入った。（香港は汚れた海とのこと）

●鳥取県産海の水産物が新鮮なまま食べられるのは大いに魅力的である。

●乾燥あかもくをはじめとする各製品類には興味がある。

●提供されたサンプル土産は帰国後周囲に宣伝する。

●ハンディキャップがある方が製品製造に係わることは素晴らしいことであるからこれも宣伝したい。



ＮＯ４３

NO２

香港メディア取材・視察団の御崎漁港来訪受け入れ活動実施概要

５．実施風景写真

取材する団員 取材する団員

試食する団員 団員と当法人職員

土産を手渡し説明する職員三好 製品について説明する職員三好

提供したし食品 土産品

５．実施風景写真



ＮＯ４４

6．総括

　本活動は海外に対して①本事業に係る成果物である各製品を周知宣伝すること、②御崎漁港地域自体を周知宣伝

することであったが、事前準備を滞りなく実施したこと県観光戦略課と密な連携をはかったことが功を奏し、来

訪した取材・視察団員に対して①、②とも好印象を与えることができた。

 　特に、海の綺麗なところで収穫される水産資源を原料とした本事業に係る各製品への団員からの興味は高く、

御崎漁港地域の綺麗な景色とも相まって団員に対して強いインパクトを与えることができた。

　更に、本事業が障がいがある方が参加していることに対して「非常に素晴らしい活動である」との評価を頂き、

本事業の「障がいがある方も参加した地域活性化」という目的が海外の方へも理解されたことは大きな意義を持

つものであった。

　また、試食品の原料となった「乾燥あかもく粉末」、「乾燥あご粉末」に関しては「帰国後周知宣伝する」旨の

申し出もあり、この度の海外からの取材・視察団の受け入れ活動が本事業推進に対して大きな効果があったと考

える。



ＮＯ４５

２．具体的な実施活動（８）料理専門家を交えた意見交換会　

（８）前述（１）の各製品の研究開発に係る料理専門家等を交えた意見交換・検討会を実施した。

概要等は次の通りである。

１．実施内容

日時：平成 28 年 11 月 13 日 15:00 ～ 17:30

場所：国民宿舎水明荘会議室（湯梨浜町内）

参加者：相手側（元東京帝国ホテルグループ取締役総料理長中尾武一氏、八頭農林水産物生産・移出・輸出協議会

坂尾代表他会員 5名）当方（当法人職員長光）

２．目的

①本事業に係り製品化する「乾燥あかもく粉末」、「乾燥あご粉末」等の業務用活用方法とその販売戦略についての

手法、方向性等の検討

３．実施概要

本事業で製品化を計画する「乾燥あかもく粉末」、「乾燥あご粉末」に関して調理業務用としての利用方法を専門家

を交えて討議した。

●中尾武一氏の主たる意見としては

①「乾燥あかもく粉末」に関しては、まだまだ「あかもく」自体が一般的ではないものの粉末化することで、洋食（例：

パスタ、ハンバーグ、ピザ等）への利用可能性がある。

②「乾燥あかもく粉末」に関して各種料理に沿ったメッシュ（きめ）の大きさが重要になる。

③「乾燥あかもく粉末」に関して和食に於いて新しい料理素材となることが考えられる（例：うどんの具、出し巻き

たまごの具、先付けの一品等）

④首都圏富裕層に於いては食品添加物の添加の有無に対しては特に神経質であることから、「乾燥あかもく粉末」、「乾

燥あご粉末」いずれにも酸化防止剤等を添加すべきではない。（高級飲食店ではほぼ使用されない）

●八頭農林水産物生産・移出・輸出協議会の主たる意見としては

①フランス（パリ）で開催された国際食品見本市（名称シーアール：NO４７～ＮＯ４９）にて「乾燥ああかもく粉

末」を展示し試食させたところ欧州のバイヤー、調理人から大いに興味を持たれた。このことは、中尾氏指摘の「洋

食利用の可能性」を裏付けるものである。

②輸出に関しては欧州バイヤーから「賞味期間を 8ヶ月以上確保されたい」との要望が出されていることから「乾

燥あご粉末」に関しては酸化防止剤の添加もやむを得ない可能性がある。

③欧州ではわかめ、こんぶ以外の海藻類は一般的ではないため、品名表記にラテン語表記（植物名称等）を使用す

ることが望ましい。

④製品包装は業務用であれば簡易包装且つ量目は 20g でなく 100g 単位とするのが望ましい。



ＮＯ４６

NO２

４．実施風景写真

中尾武一氏 会議風景１ 会議風景２

５．総括

　本活動は料理の専門家を交えて、本事業に係る各製品の更なる販売拡大を見据えた上でその可能性と手

法を討議することができた。

　本事業実施に際して当法人内には飲食関係の専門知識を持つものが無いため、ここで出された意見は今

後の製品製造・販売活動に於いて大いに役立つものとなった。

　更に、八頭農林水産物生産・移出・輸出協議会から国際食品見本市出展した際の（別紙 11 に詳細あり）

欧州バイヤー、調理人からの各製品に対する意見・評価等を頂くことができたことは有意義であった。

　また、中尾氏、八頭農林水産物生産・移出・輸出協議会双方より各製品販売開始以降の買い付け先の紹

介を頂く等、副産的な効果を得ると共に、製品開発・販売に関して継続的な意見交換をすることで合意に至っ

た。

　いずれにしても、本活動は本事業の目的である「地域水産物を有効活用した地域活性化」活動目的の達

成に対して大きな効果があったと考える。

( 概要：ＮＯ４７～ＮＯ４９）

３．実施風景写真



ＮＯ４7

２．具体的な実施活動　 (９) 国際食品見本市フランス (パリ ) への製品出品

（９）前述（１）の各製品を周知宣伝するためにフランス ( パリ ) で開催された食品国際見本市へ製品出品した。

その概要、結果等は次の通りである。

１．実施内容

国際見本市名称：シーアール（世界最大の国際食品見本市）

期日：平成 28 年 10 月 14 日 ～ 10 月 20 日

場所：フランス（パリ市内）

主催：鳥取県販路拡大・輸出促進課（鳥取県ブース）

参加者（活動受託者）：八頭農林水産物生産・移出・輸出協議会坂尾代表他会員２名

２．目的

本事業に係り製品化する「乾燥あかもく粉末」、「乾燥あご粉末」等の海外での反応聴取、及び海外への販路開拓。

３．実施概要

本事業に係り製品化する「乾燥あかもく粉末」、「乾燥あご粉末」をフランス（パリ）で開催された国際食品見本

市へ出品し、合わせて、「乾燥あご粉末を出汁にして乾燥あかもく粉末を具にした味噌汁」を試食品として来場者

へ提供し、それらに対する意見聴取を行なうと共に、海外バイヤー、調理人等約 150 名へ各製品の周知宣伝を実

施した。

尚、本活動に際しては当法人職員は現地へ同行せず、事前に八頭農林水産物生産・移出･輸出協議会と出品に係る

綿密な打合せ等を実施し、現地へ出展する八頭農林水産物生産・移出・輸出協議会の協力を得て実施したもので

ある。

４．実施風景写真

国際食品見本市
ガイドブック

会場入口風景 鳥取県ブース風景



ＮＯ４８

４．実施風景写真

試食する欧州バイヤー 通訳から説明を聞く欧州バイヤー

通訳から説明を聞く欧州バイヤー製品を確認するバイヤー

５．当該見本市に於いて当法人の出品製品に興味を持った企業（店舗）等

NO 国・地域名等 企業名等 接触者名等
1 日本 ㈱トップ・トレーディング 中澤　敏郎
2 欧州 Palmifrance S.A.　 SASU Olivier Derenne
3 欧州 FOODEX CFO中沢浩一
4 チリ AGRIFOODS Commercial Manager　Sergio ACUNA
5 オーストラリア HBC Tradin Austrailia Pty Ltd Managin Director　Michael Arain
6 フランス 仁　JIN ニック―　仁奈
7 フランス SPA & GASTRONOMIE Emilie FELIX-GETZ
8 フランス 森永乳牛配給株式会社 代表取締役岩田巧一
9 フランス Smile ' eat YAVIER GARCIA
10 フランス おむすび　権米衛 佐藤　大輔
11 フランス SUSHI　B 花田　雅芳
12 フランス 凡　BON　 伊藤　聖一
13 フランス Sushi　Ginza Onodera Paris 副板長
14 フランス 銀座　おのでら　フランス店 竹澤　孝
15 フランス LES LIAISONS GERANT(ﾏﾈｰｼﾞｬｰ）
16 フランス レ・リエゾン 武林　佑介



ＮＯ４９

６．欧州バイヤー、調理人等からの主な意見

●あかもくは欧州では知られていないが、特に日本食レストランではその風味（磯の香り）が好評である

と思う。

●粉末化された乾燥あかもくはフレンチ、イタリアンの店舗でも活用することができる。

●乾燥あご粉末は使い易いがその価格が問題となることからそのあたりを知らせて欲しい。

●海藻類は輸入検疫・通関に際して検査官が知らないのでラテン語表記などの工夫が必要。

●購入を検討しているが、賞味期間が 8ヶ月以上必要である。

７．総括

　本活動は予算の都合から外部への委託活動（費用は無料）となった。

　当初、各製品が欧州に於いて受け入れられるかどうかの不安があったが、実施すると、前述５及び６に

記載したように多くの欧州バイヤー、調理人等からの高い評価を得るに至った。

　また、本活動による製品製造が障がいのある方々の協力により実施されていることを説明すると、本活

動に対して本邦内では考えられない高い評価を得ることとなった。（欧州では障がい者への支援は社会的に

最優先事項と認識されている）

　更に、欧州では日本食レストランでワカメ、コンブ等が使用されているが、この度出品した「あかもく」

製品は全く未知の食材である。しかし、フランスの有名な料理人等から「その風味が欧州でも受け入れら

れる」との好評価を受け今後の海外向け販売に大きな期待を持つに至った。

　このような状況に鑑み、本活動は本事業に係り製品化する各製品の開発と販路確保ついて大きな効果が

あったと考える。更に「障がいがある方も参加する地域活性化活動」が持つ意義は海を越えても受け入れ

られることであると強く認識できた。



ＮＯ５０

２．具体的な実施活動　 (１０) 障がいがある方の本事業への参加協力

（１０）本事業は地域の障がいがある方の参加協力により活動実施されたものである。

その概要、結果等は次の通りである。

１．参加・協力人数等

本事業の目的の一つは地域活性化活動に地域の障がいがある方々も参加し、健常者、障がい者の枠を超え

一丸となって地域の活性化を達成することであるが、本事業に於いては下表の通り多数の障がいがある方

の参加協力を得て活動実施されたものである。

障がいのある方の参加協力状況表

２．障がいがある方の参加・協力風景写真（イベントに係るもの）

イベントでの駐車場案内風景 イベントでの試食品配布風景 イベントでの客誘導風景

イベントでの振舞い風景 イベントでの道案内風景 イベントでの接客風景

項目 参加延べ人員数 備考
製品製造に参加・協力 155 あかもく、あご、サメ製品製造

製品周知宣伝に参加・協力 24 東京イベント、御崎漁港地区イベント、鳥取市内イベント



ＮＯ５１

２．実施風景写真（製品製造に係るもの）

あかもく作業 あかもく作業あかもく作業

サメ作業 あかもく作業 あご作業

３．総括

　本事業の目的は、地域の水産資源を活用した製品を研究開発し、その水産資源の需要増加による地域活

性化を目指すものであるが、その過程では製品の製造、製品の周知宣伝、販路開拓等の作業を行なう必要

がある。

　それら各過程に於いて地域の障がいがある方の参加協力は非常に大きな事業推進力となった。イベント

等に於いても参加協力を頂いた障がいのある方の的確な行動は来場者からも好評であった。更に、製品製

造に於いては地元漁師さんからも講習を受ける等で地域との交わりがより密接になった。

　また、本事業に係り製造した各製品が評判が良く国内のみならず海外へ販売される可能性があるという

大きな期待があり、本事業に参加協力した障がいがある方からも喜びの声が上がり、大きな就労に対する

自信にも繋がった。

　これらの事実より、本事業が目指した「障がいのある方も参加協力する事業であること」、「本事業を通

して地域と密接な交流がはかれること」、「実施事業が地域活性化に貢献すること」が十分に達成できたと

考える。

　更に、参加協力頂いた障がいのある方から「引き続き本事業に参加協力したい」旨の申し出を受けてい

ることは本事業の方向性の正しさを証するものと考える。



ＮＯ５２

２．具体的な実施活動　 (１１) 新聞社等からの取材

（１１）本事業及び本事業の各製品を周知宣伝するために新聞社等からの取材を受けた。

その掲載記事は次の通りである。

１．一般財団法人地域活性化センター発行「地域づくり」平成 28 年 9月号掲載のもの

　　( 全国 1,926 の地方自治体等へ配布）



ＮＯ５３

NO２
本事業に係る活動及び研究開発した製品の取材記事

２．福祉新聞社発行「福祉新聞」平成 29 年 2月 20 日号掲載のもの２．福祉新聞社発行「福祉新聞」平成 28 年 12 月 20 日掲載のもの（発行部数：50,000 部）



ＮＯ５４

３．水産経済新聞社発行「日刊水産経済新聞」平成 29 年３月８日号掲載のもの



ＮＯ５５

２．具体的な実施活動　 (１２) 製品成分分析の実施

（１２）前述（１）の製品の成分分析を外部企業へ委託実施した。

その概要、結果等は次の通りである。

１．乾燥あご粉末製品の成分分析結果



ＮＯ５6

２．乾燥あかもく粉末製品の成分分析結果



ＮＯ５７

3．乾燥あごの成分分析結果



ＮＯ５８

３．平成 29年度以降の活動について
本事業に係る活動を契機として当該地域に於ける平成 29 年度以降継続する当法人

の活動予定は次の通りです。

（１）本事業の成果物である３種製品の製造・販売活動を実施する。その販売に関する予定は下表の通りで

ある。

（２）本事業地域の鳥取県漁協中山支所の動き

本活動に係り研究開発した「あかもく製品」の原料保管用冷凍設備を整備し製品の増産に対応することと

なった。（平成 29 年度稼動開始：従来計画では当該冷凍設備を廃止する予定であった）

（３）本事業の活動に対する他企業（団体）等からの支援の動き

●本事業（水産と福祉の連携による地域活性化）の活動に対して日本郵便株式会社より沿岸漁業用の小型

漁船整備・設置のための支援を受けることとなった。（平成 29 年度）

●本事業に係り鳥取県漁協より当ＮＰＯ法人が団体組合員となることによる「漁業権」の付与を予定して

いる。（平成 29 年度）

※売上高は卸し価格にて算出


